
成
　
文
　
堪
　
故
　
事
こ
巻
　
第
－
時

昧

　

　

爽

　

　

抄

北
野
合
併
連
歌
新
法
そ
・
の
他

横
島
紳
政
の
野
坂
冗
定
氏
御
肝
戒
に
係
る
苗
豆
本
、
「
苗
愕
蓮

．

　

．

　

　

　

－

放
し
は
攻
に
誌
す
如
き
四
部
の
内
容
を
有
つ
。

．
Ⅲ
大
町
垣
忠
説
猫
吟
日
産

∴
聞
北
野
曾
併
連
歌
新
法

J
用
宗
潤
等
於
大
内
殿
何
鮨
連
歌
一
折

．

L

 

t

．

㈱
宗
祇
連
歌
新
式

右
の
標
題
は
麻
本
に
斯
う
あ
る
の
で
な
く
、
聾
者
が
便
宜
的
に
標

記
し
た
も
．
町
で
あ
る
？
鼠
算
に
r
忌
鰐
連
歌
し
と
あ
る
の
は
、
川

部
S
中
、
主
と
し
て
大
田
垣
忠
誠
毅
吟
日
誌
を
指
示
す
る
名
稀
と

し
て
使
用
ざ
れ
た
ら
し
い
良

川
大
田
壇
忠
誼
猫
吟
日
詰
．
1

203

20含

金
　
子
　
金
　
治
　
郎

筆
者
の
恨
稀
で
、
原
本
に
は
何
等
標
迫
な
く
、
開
巻
第
二
菜
に
二

次
の
序
文
が
あ
る
。

此
首
韻
の
連
歌
「
句
の
段
様
漁
に
付
旬
の
角
夢
を
か
た
は
し
亡

へ
か
）

書
つ
け
侍
る
へ
卓
由
愚
息
所
望
せ
し
む
る
描
い
さ
1
□
心
さ
し

を
の
・
へ
、
侍
る
な
り
毎
旬
あ
さ
か
の
沼
の
花
の
名
の
か
つ
み
と
こ

ろ
も
□
く
難
波
の
梅
の
草
一
日
目
日
日
一
し
き
事
の
み
な
一
＝
一

ふ
る
海
士
の
た
く
一
　
＝
　
一

（
讐
鵠
捕
脚
線
譜
欄
恥
謹
撰
葦
学

制
説
し
難
い
肝
も
あ
る
が
、
「
あ
さ
か
の
沼
の
花
の
名
の
か
つ
み
と

こ
ろ
も
□
く
云
々
L
．
に
依
つ
七
も
自
作
百
韻
た
る
は
明
瞭
で
了
で

れ
に
日
誌
を
施
し
て
子
息
に
附
興
し
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。
内
容
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の
一
端
を
示
寸
虚
に
章
句
と
そ
の
日
証
と
を
翠
げ
て
み
る
。

（
と
を
あ
）

□
山
は
笠
一
＝
一
口
日
日
一

（
也
一
　
　
　
　
（
の
）

こ
と
な
る
事
も
な
き
更
旬
口
夏
∩
〓
業
□
し
け
わ
た
る
鉢
は

冬
の
茨
笠
よ
□
ふ
か
し
と
申
は
か
り
な
功

芭
句
の
不
明
な
の
は
遺
憾
で
あ
る
が
、
脇
句
は
「
み
ね
の
時
雨
や

う
つ
韓
の
こ
ゑ
L
t
．
あ
り
、
以
下
各
旬
に
亘
っ
て
比
較
的
詳
細
決

切
な
る
自
証
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
っ
尤
も
お
の
例
に
見
る
如
き
蝕

書
も
多
Y
、
立
筋
九
十
二
旬
（
㌶
㌫
紗
㌶
班
）
は
∵
旬
脱
落
し

て
ゐ
る
等
完
全
と
は
耕
し
得
な
い
。

斯
く
し
て
自
証
の
本
文
の
最
後
に
、
「
大
田
垣
能
登
守
忠
説
濁
吟
」

と
誌
さ
れ
、
こ
れ
が
右
育
韻
自
注
の
作
者
と
知
ら
れ
る
。
大
田
垣

は
日
下
部
氏
の
流
で
、
伯
馬
国
の
著
姓
で
あ
る
。
一
族
の
大
田
垣
土

佐
守
は
山
名
完
全
の
家
老
で
あ
。
、
（
腱
仁
武
鑑

郁
但
馬
考
0
。
校
）
忠
誼
も
宗
全

に
仕
へ
た
と
忠
は
れ
る
。
武
人
乍
ら
連
歌
に
も
堪
能
で
あ
っ
た
ら

し
く
、
同
家
中
の
関
係
も
あ
っ
て
高
山
宗
樹
に
師
事
し
、
宗
樹
か

ら
の
閲
書
に
瑚
塵
抄
が
あ
る
。
そ
函
作
は
新
撰
菟
玖
技
集
に
も
入

具
し
、
「
世
俗
㌦
璧
旬
切
字
L
等
に
事
故
施
し
て
ゐ
る
。
以
上
の
如

く
で
あ
る
が
番
っ
た
作
品
と
も
て
は
こ
の
猫
吟
一
巻
が
唯
一
で
あ

北
野
骨
所
蓮
故
新
法
そ
の
他

る
O
．一
班
連
歌
に
誼
の
施
さ
れ
た
の
は
何
時
に
始
ま
る
か
。
現
存
最

古
の
百
絹
を
含
む
金
澤
女
犀
併
魂
の
苗
懐
紙
群
．
（
豊
臆
即
断
朋

桐
岬
的
監
欄
宗
論
聖
－
）
の
中
に
初
及
一
骨
名
機
の
み
の
賦
何
水

連
歌
断
何
が
あ
っ
て
、
蛮
句
．

雪
気
か
．
と
お
も
ふ
さ
む
さ
に
戌
に
け
り

の
脇
∴
ま
づ
き
の
ち
り
．
し
み
ね
の
松
風

の
下
に
「
非
常
季
候
」
と
註
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
郡
者
の
評
語
か

と
思
惟
さ
れ
、
評
語
か
ら
、
註
稀
の
胚
芽
へ
の
蟄
程
を
暗
示
し
て

ゐ
る
。
二
條
良
基
の
著
書
中
東
北
帝
大
本
知
蓮
抄
の
如
き
は
三
偽

五
鉢
の
各
句
膿
の
詮
明
中
に
註
澤
的
操
作
の
介
在
し
て
ゐ
る
瓢
が

目
に
つ
く
。
併
し
眞
に
註
澤
の
名
で
呼
び
得
る
の
ほ
宗
湖
の
著
作

に
到
っ
て
か
ら
で
ぁ
ら
う
。
盲
今
蓮
談
集
中
巻
で
は
北
野
千
句
中

の
自
家
の
旬
を
註
解
し
、
花
館
苗
賀
寅
で
は
古
人
及
び
自
家
の
句

に
註
も
て
る
る
。
「
宗
欄
句
L
（
穐
脚
聖
）
の
所
々
の
附
証
も
宗
樹
の

自
証
か
と
思
ふ
が
、
、
）
れ
に
は
猶
多
少
の
疑
義
が
あ
る
。
一
倍
に

宗
鋤
の
仕
事
に
は
撃
つ
し
た
地
味
な
方
封
が
多
く
、
忠
詮
の
猫
吟

ご09
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国
　
文
　
軍
　
政
　
　
節
二
　
巻
　
第
一
斡

日
誌
も
価
の
態
度
に
箪
ぶ
も
の
が
あ
っ
た
ら
う
と
忠
ふ
。
同
じ
七

里
中
で
も
宗
樹
と
は
種
々
な
意
味
で
封
既
的
関
係
に
あ
っ
た
心
敬

に
も
亦
轟
的
算
作
が
あ
る
。
「
芝
草
」
（
拙
即
蜘
）
「
心
敬
連
歌
日

計
r
（
譜
）
等
の
自
証
が
そ
れ
で
あ
る
。
更
に
宗
祇
に
到
っ
て
は

「
竹
林
抄
証
し
を
は
じ
め
「
老
某
」
の
自
註
丁
淀
の
渡
し
「
名
所
盲

韻
註
」
等
が
あ
る
4
斯
く
忠
詮
と
略
同
時
代
の
主
要
作
家
に
何
れ

も
註
輝
が
あ
り
、
然
も
多
く
は
自
註
で
あ
っ
て
、
忠
詮
の
訃
証
を

生
む
べ
き
客
観
的
状
勢
は
帰
っ
て
ゐ
た
と
言
へ
る
。
併
し
右
に
奉

げ
た
証
は
殆
ど
全
部
援
句
又
は
二
旬
一
取
の
付
句
で
あ
っ
て
、
僅

か
に
「
掟
の
渡
ヽ
名
所
百
韻
註
」
が
百
韻
一
巻
に
亘
っ
て
ゐ
る
に

過
ぎ
ず
、
そ
れ
も
筒
革
に
寄
合
を
指
摘
し
た
程
度
で
あ
る
。
斯
く

見
渡
し
て
来
る
時
、
忠
説
の
猫
吟
自
走
は
、
一
巻
全
鰐
に
亘
っ
て

ゐ
る
鮎
に
於
て
、
又
比
較
的
詳
細
深
切
な
る
鮎
に
於
て
注
目
に
僧

す
る
。

（
霊
帽
Ⅶ
如
掴
欝
唖
掴
㌫
桝
電
設
豊

川
北
野
骨
肝
連
歌
新
法

原
本
に
は
軍
に
、
「
宗
瑚
璃
宗
匠
定
之
L
と
あ
り
、
次
の
八
項
か

ら
成
っ
て
ゐ
る
。
．
．

7
▼

一
、
花
の
友
近
年
一
句
非
人
輪
云
々
此
偽
不
可
也
□
友
月
を
あ

る
し
な
と
い
ふ
事
に
混
合
無
其
埋
可
鰯
人
輪
但
俵
鷺
通

一
、
蝕
花
事
花
四
本
之
内
二
可
被
用
之

二
∴
滑
瀬
寺
事
在
叫
開
二
准
テ
山
類
二
可
被
嫌
之
但
可
悠
棺
用

之
外
清
見
寺
望
み
る
閲
に
准
し
て
水
彗
可
被
嫌
之
自
余

寺
岡
之
難
掟
寺
井
水
遁

□
氷
室
等
事
残
雪
分
二
可
被
用
之

□
大
骨
用
野
鈴
臨
終
等
之
事
芳
野
小
野
奥
等
一
遍
テ
山
類
を
可

遁
也

1

′

．

□
布
事
也
和
布
苅
ハ
夏
也
海
桧
可
侶
夏

一
、
費
事
生
類
二
二
敏
珂
嫌
之

一
、
田
口
庵
事
准
関
屋
居
甲
三
句
可
裡
嫌
之
也

右
條
々
文
安
五
年
七
月
廿
五
日
於
松
梅
院
経
詐
定
率
。

従
来
北
野
合
併
連
歌
新
法
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
ー
北
野
文

芸
容
九
十
七
肝
我
の
そ
れ
で
あ
っ
て
、
全
部
二
十
二
項
目
か
ら
成

る
。
右
の
野
坂
氏
本
に
」
比
較
す
る
に
北
野
文
責
本
の
第
一
項
か

ら
算
九
項
迄
が
そ
れ
に
該
雷
す
る
。
野
坂
氏
木
の
一
項
少
い
の
は

第
三
項
泊
璽
寸
の
保
の
「
清
見
寺
浦
に
あ
る
閲
に
粧
し
て
L
以
下

210
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が
、
北
野
文
道
本
で
は
別
に
一
項
を
成
し
て
ゐ
る
番
で
あ
る
。
猶

「
氷
室
等
」
．
の
項
が
北
野
文
諮
本
で
は
壁
一
項
飴
花
の
次
に
来
て
、

順
序
が
其
の
鮎
だ
け
相
達
し
て
ゐ
る
。
更
に
節
一
項
花
の
友
の
保

の
前
後
に
北
野
文
古
本
は
次
の
記
述
を
持
っ
て
ゐ
る
。

北
野
合
併
連
歌
新
法

文
安
五
年
六
月
廿
一
日

宗
湖
記
之

凡
式
日
外
之
法
度
依
無
名
定
戎
時
評
諭
戎
特
許
詔
而
己
然
間
道

一
旬
之
心
底
骨
衆
人
之
胸
中
出
釆
者
也
所
詮
於
毎
月
十
八
日
曾

藤
並
二
十
五
日
御
法
楽
座
連
日
会
申
合
之
歴
年
可
奉
定
之
仇
今

日
先
記
姶
一
ケ
條
爾
夫

】
、
花
の
友
　
（
下
略
）
．

・
右
此
條
今
日
宗
匠
事
始
曾
且
注
之
了

二
十
二
項
と
八
項
（
詣
旭
望
）
の
差
違
の
外
に
右
の
如
き
相
違

を
有
す
る
が
、
併
し
こ
の
野
坂
氏
本
の
山
場
に
依
っ
て
次
の
鮎
が

明
か
に
さ
れ
よ
う
。

宗
欄
が
宗
匠
と
な
っ
て
北
野
連
歌
合
併
を
奉
行
す
る
に
到
っ
た

文
安
五
年
六
月
二
十
一
日
に
、
宗
樹
は
一
方
で
は
奉
行
始
め
の
連

歌
を
催
し
（
那
峨
朗
昔
時
に
式
日
補
訂
の
目
的
を
以
て
鼠
初
に
花

北
野
骨
折
連
歌
新
法
そ
の
他

の
友
の
一
項
を
制
定
し
た
。
此
の
補
訂
は
爾
後
毎
月
十
八
日
の
含

席
及
び
二
十
五
日
の
法
史
毎
に
途
次
檜
加
制
定
の
預
定
で
あ
る
と

云
ふ
の
が
北
野
文
芸
本
の
言
ふ
肝
で
あ
る
。
従
っ
て
節
二
項
蝕
花

以
下
町
「
十
二
唄
は
さ
う
し
て
途
次
檜
加
（
㌫
城
跡
措
開
票

れ
）
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
併
し
そ
こ
に
は
成

長
過
程
空
示
す
確
詮
は
な
か
っ
た
が
、
野
坂
氏
本
の
出
現
が
そ
れ

に
最
も
有
力
な
る
材
料
を
捉
供
し
た
の
で
あ
る
。
尤
も
野
坂
氏
本

の
「
右
條
々
文
安
五
年
七
月
廿
五
日
於
松
縛
院
経
評
定
畢
」
で
は

八
項
全
部
の
成
立
を
七
月
廿
五
日
と
思
熔
せ
し
め
る
が
、
節
一
項

の
六
月
廿
一
日
成
立
は
勿
論
、
以
下
も
最
初
の
濠
定
の
如
く
六
月

廿
五
日
七
月
十
八
日
と
途
次
檜
加
し
、
廿
五
日
に
は
早
く
も
八
項

（
枇
諾
叢
）
の
成
立
を
見
た
も
の
と
思
ふ
。

併
し
北
野
新
法
二
十
二
項
が
右
に
述
べ
た
如
き
逐
次
槍
加
の
成

立
次
序
を
忠
箕
に
侍
へ
て
ゐ
る
か
、
又
二
十
二
項
が
制
定
さ
れ
た

全
部
で
あ
か
か
等
の
閉
路
は
残
さ
れ
て
ゐ
る
。
】
箇
所
で
は
あ
っ

た
が
野
坂
氏
本
の
順
序
と
北
野
文
芸
本
の
そ
れ
と
前
後
し
て
ゐ
七

郎
を
見
て
も
此
の
疑
問
は
深
く
さ
れ
る
。

茨
で
我
々
は
所
謂
「
宗
樹
原
物
」
の
考
察
に
移
ら
な
く
て
は
な
ら

211
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同
　
文
　
贅
　
琵
　
　
第
二
各
　
節
一
銅

管
併
し
宗
据
嫌
物
が
そ
の
僧
の
形
で
現
俸
し
て
ゐ
る
わ
け
で
は

な
く
、
僅
か
に
拾
螢
抄
（
詔
）
の
解
説
と
若
干
の
引
例
に
依
っ
て

傍
を
撫
察
す
る
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
同
抄
に
依
れ
ば
能
阿
自
筆
新

式
に
は
「
嫌
物
望
ポ
制
作
」
十
八
ケ
保
が
収
載
さ
れ
、
至
本
新

式
に
は
「
宗
樹
嫌
物
針
㌍
L
が
収
載
さ
れ
て
ゐ
た
去
ふ
。
面
も

能
阿
自
筆
新
式
上
皇
本
新
式
と
を
比
較
し
た
拾
螢
抄
の
解
説
に

ヽ

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

「
新
式
追
加
宗
拗
庶
物
等
は
大
方
同
事
也
」
と
あ
る
に
依
れ
ば
ー

宗
瑚
庶
物
は
十
八
ケ
債
と
十
二
ケ
促
の
項
数
の
差
は
あ
つ
て
も
大

標
同
様
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
（
憎
諾
絹
鑑
電
離
崇
舞
的

霊
欝
㌫
聖
霊
凱
霜
頼
）
更
に
拾
螢
抄
中
の
引
例
に
見
れ

ば
宗
樹
嫌
物
か
ら
引
い
た
六
項
の
中
五
項
迄
は
北
野
骨
屏
連
歌
新

法
二
十
二
項
中
に
指
摘
さ
れ
る
。
畏
友
伊
地
知
哲
夫
氏
は
右
の
五

項
の
同
一
を
指
摘
し
て
「
宗
刺
嫌
物
は
戎
ひ
は
世
に
謂
ふ
北
野
曾

研
連
歌
新
猷
晶
－
（
豊
詣
少
）
の
も
の
」
（
棚
憎
霜
量
刑

即
票
）
と
言
ば
れ
て
ゐ
る
。
北
野
合
併
連
歌
新
法
を
北
野
文
道

本
（
二
十
二
項
）
′
と
狭
く
限
定
す
る
立
場
を
去
っ
て
、
そ
れ
．
が
途

次
槍
加
成
長
し
っ
．
ゝ
あ
っ
た
も
の
と
の
観
鮎
に
立
つ
な
ら
ば
、
．
宗

紺
庶
物
を
以
て
、
北
野
昏
併
連
歌
新
法
上
呼
ぶ
事
も
許
さ
れ
る
で
．

あ
ら
う
。
但
し
十
二
ケ
條
十
八
ケ
保
と
逐
次
槍
加
空
示
す
数
字
が
　
黒

直
ち
に
以
て
北
野
新
法
の
成
長
過
程
を
示
す
と
は
断
言
し
離
い
。

▼
扱
以
上
の
如
く
宗
瑚
疲
物
L
北
野
新
法
と
を
関
係
づ
け
る
障
■

前
者
に
在
っ
て
後
者
の
二
十
二
項
中
に
存
し
な
い
項
目
は
ど
う
解

す
べ
き
か
。
拾
螢
抄
可
分
別
物
の
中
「
夕
闇
L
の
項
に
．

管
闇
と
い
ふ
心
也
、
よ
り
て
夕
の
字
に
五
旬
、
花
こ
い
ふ
に
附

・
へ
か
ら
す
此
夕
闇
の
二
字
能
阿
自
筆
の
本
今
架
に
も
人
ら
さ
る

也
宗
樹
琉
物
之
詞
也
夫
を
こ
1
へ
柏
の
入
ら
れ
た
る
也
．

と
あ
る
夕
闇
の
項
は
北
野
文
意
本
の
二
十
二
項
中
に
は
な
い
4
．
こ

の
事
蜜
は
宗
瑚
戎
物
が
北
署
併
連
歌
新
見
に
誓
欝
等
）
た

る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
な
く
、
却
て
二
十
二
項
を
宥
す
る
北

野
文
道
本
北
野
新
法
が
宗
湖
の
制
定
し
た
新
法
の
全
部
を
倍
へ
た

も
の
で
な
い
こ
と
を
物
語
る
の
で
は
な
か
年
つ
か
。
次
に
怒
げ
ろ

耳
順
法
眼
詞
甜
事
の
記
載
も
そ
れ
を
雲
罫
き
す
を
「

1
薗
て
の
蓮
敵
に
森
と
云
句
に
木
か
ら
し
五
景
色
と
付
文
萩
と

孟
母
に
か
る
と
か
．
や
と
付
鑑
と
付
侯
へ
は
此
二
身
を
あ
わ
せ
て

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

．

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

名
所
に
l
な
り
政
と
て
宗
樹
の
時
北
野
の
合
併
曾
合
に
十
八
日
に

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

き
ら
は
る
1
事
侯
。
．
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文
意
か
ら
見
て
北
野
新
法
に
入
る
べ
き
制
式
で
あ
C
、
而
も
北
野

文
古
本
の
二
十
二
項
中
に
な
い
も
の
で
あ
訂
。
斯
く
見
て
来
れ
ば

北
野
や
併
連
歌
新
法
の
名
に
呼
ば
れ
る
も
の
は
二
十
二
項
よ
り
も

多
数
で
あ
り
、
北
野
文
造
本
は
そ
の
一
部
と
見
倣
す
べ
・
き
で
あ
ろ
。

と
す
れ
ば
二
十
二
項
の
慣
序
が
途
次
檜
加
の
次
序
を
忠
蜜
に
示
し

て
ゐ
る
か
ど
う
か
椋
不
断
に
な
石
。
そ
の
中
に
あ
．
つ
．
て
唯
野
坂
氏

本
の
八
項
の
み
が
七
月
廿
五
日
以
前
に
成
っ
た
事
だ
け
は
碓
蟹
に

言
へ
る
と
思
ふ
。
猶
能
阿
自
筆
本
の
宗
瑚
琉
物
（
㌫
）
中
〕
紳
舐

之
官
L
の
俵
に
「
賢
治
二
年
大
山
二
十
五
日
御
法
渠
之
時
聯
有
異

論
如
此
定
申
之
也
」
と
．
あ
る
。
賢
治
は
北
傭
暗
線
執
政
の
′
年
概
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
必
ず
吉
富
の
誤
で
あ
ら
う
が
、
若
し
そ
の
治

が
穂
の
草
把
か
ら
の
誤
欝
と
見
得
る
な
ら
ば
知
ち
賛
接
二
年
と
な

っ
て
、
文
安
五
年
か
ら
三
年
目
に
相
嘗
し
、
式
首
補
訂
の
事
業
が

そ
の
頃
よ
だ
行
ほ
れ
て
ゐ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。

此
の
制
定
者
は
宗
湖
で
あ
る
が
、
北
野
文
意
本
に
も
「
令
申
合

之
」
と
あ
り
、
野
坂
氏
本
に
も
「
経
評
定
L
．
と
あ
っ
て
、
宗
朋
を

中
心
に
合
議
の
結
果
制
定
さ
れ
た
L
思
は
れ
る
。
猶
北
野
文
芸
本

で
は
「
祭
事
」
の
債
が
．

北
野
合
併
連
歌
新
法
そ
の
他

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

、

　

ヽ

勢
事
生
類
に
二
句
可
被
嫌
之
由
、
．
体
関
白
殿
御
気
色
定
申
之

と
な
。
、
関
白
は
恐
ら
く
「
條
雲
な
る
べ
く
入
城
般
如
欝
譜

表
攣
新
法
制
定
に
乗
良
も
多
少
と
諭
奥
し
て
ゐ
た
ら
う
と
推

測
せ
し
め
る
。
こ
の
新
法
と
事
徳
元
年
の
新
式
今
架
と
が
揖
接
に

関
係
付
け
ら
れ
て
行
く
閃
中
も
そ
の
速
に
求
め
ら
埜
仕
で
あ
ら
う
。

開
宗
祇
等
於
大
紆
殿
何
粛
蓮
詞
一
折
‥

原
本
は
翠
に
「
何
舶
L
と
誌
し
、
下
に
「
敬
大
内
殿
藤
詞
其
内

一
折
」
と
み
る
。
第
三
迄
を
怒
げ
る
と

若
竹
の
生
ひ
の
ほ
ろ
末
や
千
世
の
坂

穐
口
も
こ
ゆ
る
な
つ
革
の
露

夕
夙
の
す
1
し
き
庭
に
月
囁
て

室　政　宗
作　弘　舐

以
下
初
懐
統
一
折
二
十
二
句
だ
け
で
あ
る
。

「
於
大
内
殿
」
と
あ
り
、
脇
の
大
内
政
弘
の
外
に
杉
次
郎
左
街

門
尉
弘
欄
、
相
良
遠
江
守
正
任
、
門
司
下
総
守
能
秀
等
大
内
家
関

係
の
作
者
が
多
く
、
恐
ら
く
山
口
の
大
内
氏
餌
の
骨
合
で
あ
ら
う
。

宗
祇
の
山
口
下
向
は
前
後
二
同
で
、
初
度
は
文
明
十
二
年
、
攻
同

は
長
芋
三
年
で
あ
る
。
初
度
の
下
向
に
は
「
筑
紫
道
の
記
」
の
外

に
、
大
内
政
弘
と
の
一
座
一
巻
、
豊
浦
宮
に
於
け
ち
一
巻
等
の
作

213
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艮

文

撃

放

節

二

巻

節

一

輯

を
遺
し
、
次
同
の
作
品
は
「
票
庵
山
口
下
向
後
の
連
歌
L
（
㌶

聖
）
と
し
て
借
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
ー
こ
の
二
計
は
そ
れ
等
の
中

に
見
嘗
ら
な
い
。
初
度
の
作
か
次
同
の
作
か
は
未
詳
で
あ
る
。

叫
宗
祇
連
歌
新
式

標
短
は
「
連
歌
嫌
様
事
」
と
の
．
み
あ
る
。
内
容
は
連
歌
用
心
抄

（
駈
詰
図
）
併
収
の
宗
祇
の
連
歌
新
式
品
様
で
あ
る
が
」
完
全

で
は
な
く
柊
の
部
分
が
訣
如
し
て
ゐ
る
。
用
心
抄
の
新
式
は
、
奥
に

右
債
々
祇
公
上
人
談
也
肝
定
置
也
一

文
明
宗
吾
杉
雷
雲
遺
　
宗
伊
翔

と
あ
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
「
苗
倍
連
歌
L
の
内
容
の
紹
介
に
乗
ね
て
若
干
の
解
寧
ぞ

試
み
た
。
今
撃
を
描
く
に
常
つ
て
祀
籍
の
閲
盟
を
御
許
し
下
さ
っ

た
野
坂
元
定
氏
の
御
厚
意
に
決
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
昭
和
十
年
十
月
十
一
日
柄
）

214

「
お
夏
清
十
郎
」
と
「
お
さ
ん
茂
右
街
門
L

I
作
家
・
文
畢
形
悪
・
梼
想
に
関
す
る
発
音
「
「

封
象
・
方
法
　
デ
イ
ル
タ
イ
が
、
文
撃
を
以
て
ー
人
生
を
理
解

す
る
良
も
貢
要
な
確
聞
で
あ
る
と
な
し
て
ゐ
る
や
う
に
・
文
聾
が

人
生
解
輝
の
重
要
な
地
盤
で
あ
る
事
は
、
何
人
も
敢
て
姪
は
な
い

と
こ
ろ
で
あ
ら
、
‡
然
し
乍
ら
、
肝
謂
聾
術
も
文
革
も
、
畢
な
る

喝
茸
の
模
倣
で
も
な
け
れ
ば
人
生
の
反
映
で
あ
る
の
で
も
な
い
。

ハ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
高
き
水
準
へ
と
雰
美
的
に
高
揚

活
。
水
　
悟
　
郎

さ
れ
た
人
生
以
上
の
あ
る
も
の
し
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
印
も

「
構
想
力
の
表
象
と
し
て
の
美
的
理
念
の
添
加
」
と
言
ひ
な
さ
れ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

る
も
の
を
、
人
々
は
多
く
の
作
品
の
上
に
加
賀
に
看
取
す
る
こ
と

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
文
革
乃
至
人
生
に
封
す
る
よ
り
根
源
的
な

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

ヽ

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

る
理
解
の
立
場
の
二
つ
を
此
血
に
求
め
、
作
家
、
文
塾
形
悪
、
措

ヽ

　

　

　

ヽ

　

ヽ

想
及
び
時
代
に
謝
す
る
関
心
を
中
心
と
し
て
西
鴫
並
に
、
近
松
に




